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平成 13 年 12 月 12 日

地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会

 

森本・富樫断層帯の評価 
 

 

 森本・富樫断層帯は、金沢平野の南東縁に発達する活断層帯である。ここでは、

平成８－10 年度に石川県によって行われた調査をはじめ、これまでこの断層帯に関

して行われた調査研究成果に基づいて、この断層帯の諸特性を次のように評価した。 

 

１ 断層帯の位置及び形態 

森本・富樫断層帯は、石川県河北郡津幡町（つばたまち）から金沢市を経て石川

郡鶴来町（つるぎまち）に至る、長さ約 26km の断層帯で、断層帯の東側が西側に乗

り上げる逆断層である（図１、２及び表１）。 

 

２ 断層帯の過去の活動  

森本・富樫断層帯では、過去数十万年間－数万年間においては、平均的な上下方

向のずれの速度が概ね１ m／千年程度であった可能性がある。この断層帯の最新の活

動は、約２千年前以後、約２百年前以前にあったと考えられる。本断層帯の１回の

活動によるずれの量は概ね２ m 程度（上下成分）であった可能性がある。平均的な

活動間隔について直接的なデータは得られていないが、約２千年程度であった可能

性がある（表１）。 

 

３ 断層帯の将来の活動  

森本・富樫断層帯では、断層帯全体が一つの区間として活動すると推定され、マ

グニチュード 7.2 程度の地震が発生すると推定される（表１）。過去の活動が十分

に明らかではないため信頼度は低いが、本断層帯の最新活動後の経過率及び将来こ

のような地震が発生する長期確率は表２に示すとおりである。本評価で得られた地

震発生の長期確率には幅があるが、その最大値をとると、本断層帯は、今後 30 年の

間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では高いグループに属する

ことになる（注１、２）。 

 

４ 今後に向けて 

森本・富樫断層帯では、主断層の活動並びに最新活動時期や平均活動間隔を評価

できる信頼度の高いデータは得られていないため、これらの過去の活動履歴を明ら

かにする必要がある。 
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図１ 森本・富樫断層帯の概略位置図 

   （長方形は図２の範囲） 
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表１ 森本・富樫断層帯の特性 

図２ 森本・富樫断層帯の活断層位置と主な調査地点 
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項  目 特  性 信頼度

（注３

） 

根 拠 

（注４） 

１．断層帯の位

置・形態 

 

(1) 森本・

富樫断層

帯を構成

する断層 

森本断層 

野町断層 

付随する断層：長坂撓曲、野田山撓曲 

富樫断層 

 文献４、９、10 によ

る。 

(2) 断層帯

の位置･形

状 

地表における断層帯の位置・形状 

断層帯の位置 

    （北端）北緯 36゜40′東経 136゜44′

   （南端）北緯 36゜28′東経 136゜37′

長さ              約 26km 

 

地下における断層面の位置・形状 

長さ及び上端の位置 地表での長さ・位置と

同じ 

上端の深さ     ０ km 

 

一般走向      北北東－南南西 

 

 

傾斜        東傾斜 

 

 

 

 

幅         不明 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

◎ 

  

◎ 

  

 

◎ 

  

文献４、９、10 によ

る。数値は図２から計

測。形状は図２を参

照。  

 

 

 

 

 

上端の深さが０ km であ

ることから推定。 

一般走向は断層帯の北

端と南端を直線で結ん

だ方向（図２参照）。 

傾斜方向は、文献１、

２、３、６、９、10 に

示された変位地形・地

質構造、反射法弾性波

探査結果から推定。 

 

(3) 断層の

ずれの向

きと種類 

東側隆起の逆断層 ◎ 文献１、２、３、６、

９、10 に示された変位

地形・地質構造、反射

法弾性波探査結果によ

る。 

２．断層帯の過

去の活動 

 

(1) 平均的

なずれの

速度 

概ね１ m／千年（上下成分） △ 文献６、７、10 によ

る。 

(2) 過去の

活動時期 

最新活動時期 約２千年前以後（－ 約２百年

前以前） 
 
この断層帯付近では、西暦 1799 年に金沢の地

震（Ｍ 6.0±1/4）が知られているが、断層帯

の活動との関係は不明。 

◎ 活動時期は文献１、

２、３、８、11 記載の

資料より推定。 
文献８、11 による。 

 

(3) １回の

ずれの量

と平均活

動間隔 

１回のずれの量  概ね２ m（上下成分） 

 

平均活動間隔   約２千年 

△ 

 

△ 

断層帯の長さから推

定。 

１回のずれの量と平均

的なずれの速度から推

定。 
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 (4) 過去の

活 動 区 間

及 び 地 震

の規模 

活動区間      断層帯全体で１区間 

 

地震の規模     マグニチュード 7.2 程度

○ 

 

△ 

断層の位置関係・形状

などから推定。 

活動区間の長さから推

定。 

３．断層帯の将

来の活動 

 

 (1) 将来の

活 動 区 間

及 び 活 動

時 の 地 震

の規模 

活動区間      断層帯全体で１区間 

 

地震の規模     マグニチュード 7.2 程度

○ 

 

△ 

断層の位置関係・形状

などから推定。 

活動区間の長さから推

定。 

 

表２ 将来の地震発生確率等 

項  目    将来の地震発生確率等（注５） 備  考 

地震後経過率（注６） 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後 100 年以内の発生確率 

今後 300 年以内の発生確率 

 

集積確率（注７） 

0.1 － 1.0 

 

ほぼ０%－５% 

ほぼ０%－９% 

ほぼ０%－20% 

ほぼ０%－50% 

 

ほぼ０%－50% 

 

 

発生確率及び集積確率は文献

５による。 

 

 

 

注１：我が国の陸域及び沿岸域の主要な 98 の活断層帯のうち、2001 年４月時点で調査結果が公表さ

れているものについて、その資料を用いて今後 30 年間に地震が発生する確率を試算すると概

ね以下のようになると推定される。 

98 断層帯のうち約半数の断層帯：30 年確率の最大値が 0.1%未満 

98 断層帯のうち約 1/4 の断層帯：30 年確率の最大値が 0.1%以上－３%未満 

98 断層帯のうち約 1/4 の断層帯：30 年確率の最大値が３%以上 

（いずれも 2001 年４月時点での推定。確率の試算値に幅がある場合はその最大値を採用。） 

この統計資料を踏まえ、地震調査委員会の活断層評価では、次のような相対的な評価を盛り込

むこととしている。 

今後 30 年間の地震発生確率(最大値)が３%以上の場合： 

「本断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では高い

グループに属することになる」 

今後 30 年間の地震発生確率(最大値)が 0.1%以上－３%未満の場合： 

「本断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中ではやや

高いグループに属することになる」 

注２：1995 年兵庫県南部地震、1858 年飛越地震及び 1847 年善光寺地震の地震発生直前における 30

年確率及び集積確率（このうち、1995 年兵庫県南部地震、1858 年飛越地震については「長期

的な地震発生確率の評価手法について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2001）によ

る暫定値）は以下のとおりである。 

 

地震名 

 

活動した活断層 

地震発生直前

の 30 年確率

(%) 

地震発生直前

の集積確率

(%) 

断層の平均

活動間隔 

(千年) 

1995 年兵庫県南部地震 

（Ｍ 7.3） 

野島断層 

(兵庫県) 

0.4%－８% ２%－80% 約 1.8－ 

約 3.0 

1858 年飛越地震 

（Ｍ 7.0－7.1） 

跡津川断層 

(岐阜県・富山県) 

ほぼ０% 

－10% 

ほぼ０%－ 

90%より大 

約 1.9－ 

約 3.3 

1847 年善光寺地震 

（Ｍ 7.4） 

長野盆地西縁断層帯

(長野県) 

ほぼ０% 

－20% 

ほぼ０%－ 

90%より大 

約 0.8－ 

約 2.5 

「長期的な地震発生確率の評価手法について」に示されているように、地震発生確率は前回の
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地震後、十分長い時間が経過しても 100％とはならない。その最大値は平均活動間隔に依存し、

平均活動間隔が長いほど最大値は小さくなる。平均活動間隔が２千年の場合は 30 年確率の最

大値は 10％程度である。 

注３：信頼度は、特性欄に記載されたデータの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のと

おり。 ◎：高い、○：中程度、△：低い 

注４：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

    文献１：石川県（1997） 

文献２：石川県（1998） 

文献３：石川県（1999） 

文献４：活断層研究会（1991） 

文献５：地震調査研究推進本部地震調査委員会（2001） 

文献６：中川ほか（1996） 

文献７：佐藤・高山（1988） 

文献８：寒川（1986） 

文献９：東郷ほか（1998a） 

文献 10：東郷ほか（1998b） 

文献 11：宇佐美（1996） 

注５：評価時点はすべて 2001 年１月１日現在。「ほぼ０%」は 10-3%未満の確率値を示す。なお、計

算に当たって用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意されたい。 

注６：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新

の地震発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。今回

の評価の数字で、0.1 は 201 年（西暦 2000 年－西暦 1799 年）を 2000 年で割った値であり、

1.0 は 2000 年を 2000 年で割った値。 

注７：前回の地震発生から評価時点までに地震が発生しているはずの確率。 
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（説明） 

１．森本・富樫断層帯に関するこれまでの主な調査研究 
森本・富樫断層帯について、望月（1930a，b）は、金沢平野とその南東側の丘陵とを境する

直線状の急崖を認め、それに沿って地層が急傾斜していることを示した。その後の地質調査に

よって、急傾斜する地層は、第四紀・前期更新世の大桑累層、前期更新世末－中期更新世の卯

辰山層などであることが明らかにされてきた（今井，1959；坂本，1966；別所ほか，1997；楡

井，1969，佐藤・高山，1988）。中川ほか（1996）は、金沢平野の地下地質をとりまとめ、こ

の断層帯による卯辰山層の上下変位量が最大 600m 以上に及ぶことを示した。 

この断層帯の第四紀後期の活動について、三崎（1980）及び活断層研究会（1980）は、森本

断層及びその南方延長部で中－低位段丘面を変位させていることを見いだし、その活動度をＢ

級とした。その後、東郷ほか（1998a,b）は、この断層帯の位置を詳しく記載するとともに、断

層の平均変位速度が１ m／千年以上であること、及び沖積面にも低断層崖や撓曲崖が分布するこ

とを明らかにした。 

石川県（1997，1998，1999）は、浅層反射法弾性波探査とボーリング調査等によって、この

断層帯の地下地質構造を明らかにし、さらにトレンチ調査等によって第四紀完新世における活

動の解明を試みた。断層帯を構成する副断層のトレンチ調査では、完新世における複数回の活

動が推定された（石川県，1997，1998，1999）。 

また、この断層帯付近では 1799 年の金沢の地震によって大きな被害を受けたことが知られて

いる。その被害分布に基づき、寒川（1986）は、この地震が森本断層の活動によるものである

ことを指摘した。 

 
２．森本・富樫断層帯の評価結果 
２－１．断層帯の位置・形態 
（１）森本・富樫断層帯を構成する断層 
 森本・富樫断層帯は、金沢平野とその東部の砺波丘陵（宝達丘陵南部）との境界に沿い、石

川県河北郡津幡町（つばたまち）から金沢市を経て石川郡鶴来町（つるぎまち）に至る断層帯

である（図２）。この断層帯の位置・形状については、活断層研究会（1991）が「新編日本の

活断層」に示したが、それらは東郷ほか（1998a）の「都市圏活断層図」、及び東郷ほか（

1998b）にさらに詳しく示された。 
 この断層帯は、森本断層、野町断層及び富樫断層により構成され、松田（1990）の基準にし

たがえば、一つの起震断層を構成しているとみなされる。断層帯全体の長さは約 26km である。 

森本断層は、石川県津幡町付近から金沢市北部にかけて分布する長さ 11km の断層、野町断層は

金沢市街地付近に分布する長さ９ km の断層、富樫断層は金沢市南部から鶴来町付近にかけて分

布する長さ７ km の断層である。これら三つの断層は、雁行しながら概ね北北東－南南西方向に

連続して分布し、いずれも断層線の東側に幅 500m 程度以上の第四紀中－後期の地層及び段丘面

の撓曲構造をともなっている。また、断層に沿っては、第四紀完新世の地形面が断層や撓曲に

よって変位している（東郷ほか，1998a,b）。 
なお、野町断層の東側に付随する断層として、北東－南西走向で長さ 2.5km の長坂撓曲と、

東北東－西南西走向で長さ 2.5km の野田山撓曲がある。 
 
（２）断層面の位置・形状 
地下の断層面の位置及び形状は、地表における断層帯の位置及び形状と地下の地質構造等か

ら推定した。 
断層面の位置及び一般走向は、北北東－南南西走向の一つの断層面で近似する。 
断層面上端の深さは、断層による変位が地表に達していることから０ km とする。断層面の傾

斜と深部形状については十分な資料がない。ただし、断層面下端の深さは、地震発生層の下限

である 15km 程度と推定される。 
 
（３）断層の変位の向き（ずれの向き）（注８） 
 森本・富樫断層帯は、中川ほか（1996）、石川県（1997，1998，1999）及び東郷ほか（

1998a,b）に示される地質構造、変位地形や反射法弾性波探査結果（図３）からみて、断層帯の

東側が西側に対して相対的に隆起している。また断層線の東側で隆起側に膨らみを伴う撓曲構
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造があることから、東側が西側に乗り上げる逆断層と考えられる。 

 
２－２．断層帯の過去の活動 
（１）平均変位速度（平均的なずれの速度）（注８） 
森本・富樫断層帯によって、約 80 万年前以後（佐藤・高山，1988）の第四紀前期更新世の末

－中期更新世に堆積した卯辰山層が大きく変位している。卯辰山層基底面は、断層帯東側の宝

達丘陵では標高約 100m 以上に分布し、また西側の金沢平野では深さ 400－500m に分布している

（中川ほか，1996）。したがって、卯辰山層が堆積を始めた約 80 万年前以後の上下変位量は

500-600m 以上であり、断層帯の平均変位速度は、0.6－0.75m／千年（上下成分）以上と考えら

れる 

第四紀の中期末－後期の平均変位速度については、変位基準となる地形面の年代が正確に知

られていないことから、信頼度の高い値は得られていない。しかし、野町撓曲（野町断層）で

は、約 20 万年前に形成された可能性のある高位段丘面が約 100m 以上、約２万年前に形成され

た可能性がある低位段丘面が約 20m 以上、それぞれ上下に変位している（東郷ほか，1998b）。 

さらに、約７千年前以後の縄文海進時に形成された可能性がある沖積面には、断層近くの幅

数十 m の範囲に限っても２－３ m の上下変位が認められている（東郷ほか，1998b）。撓曲帯の

幅が数百 m にも及ぶことから、断層帯全体では、この沖積面の変位量はさらに大きい可能性が

ある。 

以上のことから、森本・富樫断層帯の第四紀中－後期における平均変位速度は、およそ１ m／

千年程度である可能性があると判断する。 

 
（２）活動時期 
ａ）地形・地質的に認められた過去の活動 
金沢市梅田付近では、森本断層東側の撓曲帯（東郷ほか，1998a）においてボーリング調査が

実施されている（石川県，1997，1998）。ここでは、それらのデータから、東西約 500m 区間に

おいて約８千年前以後（石川県，1998）に離水した沖積面が緩く西傾斜を示すと推定される。

断層線から約 250m 東側の撓曲帯中の副断層群においては、遺跡発掘調査によって断層変位地形

と推定される遺構面の段差が発見され、石川県（1997，1998，1999）がトレンチ調査を実施し

ている（梅田北地点及び梅田南地点；図４－図７）。 

梅田北地点において石川県（1997，1998）が実施したトレンチ調査では、西上がりの逆断層

が認められた（図５）。この断層は、変位のセンスが東上がりの断層帯全体とは逆であり、主

断層に対する共役性の副断層と考えられる。この副断層では、遺跡面（図４）を構成する弥生

時代後期後半（約２千年前）と考えられる地層が、西傾斜約 35－40°の断層によって約１ m 西

上がりに変位していることが確認された。また、トレンチ掘削地点付近では、この副断層の延

長部を横切る弥生時代後期後半の遺構（水路跡；SD-109）は、断層を境に西側が約 50cm 高くな

っているが、同時代のそれより上位の遺構（水路跡；SD-112）には変位が認められない（石川

県，1997，1998；図４）。また、断層を横切る古墳時代前期の水路跡は変位していない（石川

県，1997，1998）。なお、このトレンチでは、約５千年前の堆積物の上下変位も西上がりに約

１ m であり、約２千年前の地層の変位量と同じであった。 

したがって、この副断層では約５千年前以後に１回の活動しか生じておらず、最新の活動は

約２千年前にあったと考えられる。 

梅田南地点では、石川県（1999）が別の副断層においてトレンチ調査を実施している。この

地点では、遺跡発掘調査により、弥生時代以前の遺構面に、東北東－西南西方向に延びる幅約

10m、比高約１ m の丘陵側隆起、平野側沈降の撓曲崖状の地形が見られた（石川県，1999）。掘

削されたトレンチでは、東傾斜 20－30°の逆断層が確認され、断層を水平に覆う約７千年前の

ｓ層堆積より前に断層変位があったことが推定された（図６、７）。 

 
ｂ）先史時代・歴史時代の活動 
1799 年の金沢の地震（Ｍ 6.0±1/4；宇佐美，1996）では、森本断層付近から野町撓曲付近、

及びそれらの北西側の海岸付近で被害が大きかったことが知られている（寒川，1986）。また

石川県（1997）は、古文書の記述から、野町断層北部の現在の金沢市小坂町付近で、地震に伴

って撓曲変位が生じた可能性を指摘している。宇佐美（1996）は、震度５の地域は半径 12km の
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範囲であったとして、この地震の規模をＭ 6.0±1/4 と求めている。この地震の規模と、後述の

経験式（１）から推定される地震断層の長さ（10km 程度）から判断すると、1799 年の地震では

森本・富樫断層帯の一部が活動した可能性は否定できない。ただし、このようなマグニチュー

ド 6.0 程度の地震については、活断層調査による評価は一般的に困難である。 

このほか、遺跡発掘調査等によって、森本断層付近の堅田遺跡では鎌倉時代の遺構面を切る

噴砂跡が、また、金沢市西方の日本海沿岸の倉部遺跡では弥生時代後期後半の噴砂跡が発見さ

れている（石川県，1997，1998）。 

 
森本・富樫断層帯では、副断層の活動履歴から、約２千年前に活動があったと考えられるが、

この活動がこの断層帯の最新活動であったかどうか明らかではない。しかし、少なくともこの

断層帯の最新活動は、約２千年前以後にあったと考えることができる。また、少なくとも 1799

年の金沢の地震より後に、この断層帯付近で大きな地震は起こっていない。 

以上のことから、森本・富樫断層帯の最新の活動時期は、約２千年前以後、約２百年前以前

であったと考えられる。 

 
（３）１回の変位量（ずれの量）（注８） 
梅田北地点においては、約２千年前に起こった活動に伴う逆向き副断層の上下変位量が、約 

１ m であったと考えられる。幅広い撓曲帯を伴う森本・富樫断層帯全体の１回の変位量は明ら

かではないが、少なくとも副断層の変位量である上下成分約１ m よりも大きいものと推定され

る。 
この断層帯の長さは約 26km であることから、松田（1975）の次の経験式に基づくと、１回の

変位量は上下成分２ m 程度であった可能性がある。 
Log Ｌ ＝ 0.6 Ｍ － 2.9  （１） 
Log Ｄ ＝ 0.6 Ｍ － 4.0  （２） 

ただし、Ｌは１回の地震で活動する断層の長さ（km）、Ｄは断層の変位量（m）、Ｍは地震のマ

グニチュード。 
 
（４）活動間隔 
森本・富樫断層帯の活動間隔を直接示すデータはない。しかし、断層帯の長さから推定され

る１回の変位量（上下成分２ m 程度）と、第四紀中－後期の平均変位速度（上下成分１ m／千年

程度）から計算した値に基づくと、活動間隔はおよそ２千年程度であった可能性がある。 

 

（５）活動区間及び地震の規模 

森本・富樫断層帯を構成する森本・野町・富樫の各断層はいずれも互いに連続して分布して

いることから、松田（1990）の定義にしたがって一つの起震断層とみなし、それらは一つの活

動区間として同時に活動したと仮定する。また、この断層帯の長さは 26km であることから、経

験式（１）に基づくと、地震の規模はマグニチュード 7.2 程度であった可能性がある 
 
（６）測地観測結果 
 森本・富樫断層帯の周辺では、最近約 100 年間及び約 10 年間は北西－南東方向の縮みが観測

されている。最近約３年間のＧＰＳ観測結果からも、北西－南東方向の縮みが認められている。 

 
（７）地震観測結果 
 森本・富樫断層帯付近は、最近の 20 年間の観測期間においては地震活動が比較的低調である。

断層帯周辺地域で発生した地震を参考にすると、本断層帯付近における地震発生層の下限は

15km 程度と推定される。 

 
２－３．断層帯の将来の活動 
（１）活動区間と活動時の地震の規模 
森本・富樫断層帯は、断層帯全体（長さ 26km）が一つの活動区間として活動すると推定でき

ることから、上述の経験式（１）によると、そこから発生する地震の規模はマグニチュード 7.2

と計算される。 
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したがって、森本・富樫断層帯で発生する地震の規模はマグニチュード 7.2 程度の可能性が

ある。 
 
（２）地震発生の可能性 
 森本・富樫断層帯の平均活動間隔はおよそ２千年程度の可能性があり、最新の活動時期は約

２千年前以後、約２百年前以前であったと推定される。この断層帯では、最新活動後、評価時

点（2001 年）までの経過時間は約２百年－約２千年で、平均活動間隔の１－10 割の時間が経過

していることになる。また、平均活動間隔は信頼度が低く、最新活動時期も幅の広い範囲でし

か得られていないことに十分留意する必要があるが、地震調査研究推進本部地震調査委員会（

2001）に示された手法（ＢＰＴ分布モデル、α＝0.24）によると、今後 30 年以内、50 年以内、

100 年以内、300 年以内の地震発生確率は、それぞれ、ほぼ０％－５％、ほぼ０％－９％、ほぼ

０％－20％、及びほぼ０％－50％となる。また、現在までの集積確率は、ほぼ０％－50％とな

る（表３）。本評価で得られた将来の地震発生確率には幅があるが、その最大値をとると、本

断層帯は、今後 30 年の間に地震が発生する可能性が、我が国の主な活断層の中では高いグルー

プに属することになる。表３にこれらの確率値の参考指標（地震調査研究推進本部地震調査委

員会長期評価部会，1999）を示す。 

 
２－４．今後に向けて 

森本・富樫断層帯では、完新世に複数回の断層活動があった可能性があるが、最新の活動時

期を含む活動時期や１回の変位量などは、十分に解明されていない。また、断層帯の平均的な

活動間隔についても信頼度の高いデータは得られていない。このため、これらの過去の活動履

歴を明らかにすることが必要である。 

 

注８：「変位」を、１頁の本文及び４頁の表１では、一般にわかりやすいように「ずれ」という言

葉で表現している。ここでは専門用語である「変位」が本文や表１の「ずれ」に対応するもの

であることを示すため、両者を併記した。以下、文章の中では「変位」を用いる。なお、活断

層の専門用語では、「変位」は切断を伴う「ずれの成分」と切断を伴わない「撓（たわ）みの

成分」よりなる。 

 
注９：10,000 年 BP よりも新しい炭素同位体年代については、Niklaus（1991）に基づいて暦年補正

した値を用いた。西暦紀元以後の年代については暦年補正値のうち１σの推定幅の上限値もし

くは下限値、また紀元より前の年代については calibrated age の年代値を用いた。 
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図３ 反射法弾性波探査による解釈断面図（石川県，1997） 
測線の長さは約 1.5km. 
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図４ 梅田北地点付近の遺構分布を示す平面図（石川県，1998 に加筆） 
断層は，矢印で示す水路の遺構に沿って延びている（石川県，1997，1998）． 

SD-109 は断層によりずれを生じた水路の遺構（弥生時代後期後半）． 

SD-112 は断層によるずれを受けていない水路の遺構（弥生時代後期後半）． 



 

図５ 梅田北地点のＴ－２トレンチ南側壁面のスケッチ（石川県，1997 に加筆）
Ｙａ：弥生時代後期後半－末（３世紀後半）の水路の遺構． 
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図６ 梅田南地点のトレンチ北側壁面のスケッチ（石川県，1999 に加筆）
年代値は，暦年未補正の放射性炭素同位体年代． 
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図７ 梅田南地点のトレンチ南側壁面のスケッチ（石川県，1999 に加筆）
年代値は，暦年未補正の放射性炭素同位体年代． 
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表３ 地震発生確率及び参考指標 

項  目 数  値 備  考 

地震後経過率 

 

今後 30 年以内の発生確率 

今後 50 年以内の発生確率 

今後 100 年以内の発生確率 

今後 300 年以内の発生確率 

 

集積確率 

0.1 － 1.0 

 

ほぼ０%－５% 

ほぼ０%－９% 

ほぼ０%－20% 

ほぼ０%－50% 

 

ほぼ０%－50％ 

 

 

発生確率及び集積確率は地

震調査研究推進本部地震調

査委員会（2001）参照。 

指標(1)経過年数 

        比 

指標(2) 

指標(3) 

指標(4) 

指標(5) 

-１千２百年 － ６百年 

0.1 － 1.4 

ほぼ０－４ 

ほぼ０%－50% 

ほぼ０－0.4 

0.0005 

地震調査研究推進本部地震

調査委員会長期評価部会（

1999）参照。 

注 10：評価時点はすべて 2001 年 1 月 1 日現在。「ほぼ 0%」は 10-3%未満の確率値を、｢ほぼ 0｣は 10-5

未満の数値を示す。なお、計算に用いた平均活動間隔の信頼度は低い（△）ことに留意された

い。 

指標(1)経過年数 ：当該活断層があることによって大地震発生の危険率（１年間当たりに発生する

回数）は最新活動（地震発生）時期からの時間の経過とともに大きくなる（ここ

では BPT 分布モデルを適用した場合を考える。）。一方、最新活動の時期が把握

されていない場合には、大地震発生の危険率は、時間によらず一定と考えざるを

得ない（ポアソン過程を適用した場合にあたる。）。この指標は、BPT 分布モデ

ルによる危険率が、ポアソン過程を適用した場合の危険率の値を超えた後の経過

年数である。マイナスの値は、前者が後者に達していないことを示す。後者の危

険率は２千分の１（0.0005）回であり、時間によらず一定である。前者は評価時

点でほぼ０－５百分の１（0.002）回であり、時間とともに増加する。ほぼ０で

あれば前者が、後者の回数に達するには今後１千２百年を要するが、５百分の１ 

であれば前者が後者の回数に達してから６百年が経過していることになる。 

指標(1)比    ：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を A とし、BPT 分布モデ

ルによる危険率がポアソン過程とした場合のそれを超えるまでの時間を B とする。

前者を後者で割った値（A/B）。 

指標(2)     ：BPT 分布モデルによる場合と、ポアソン過程とした場合の評価時点での危険率の

比。 

指標(3)     ：評価時点での集積確率（前回の地震発生から評価時点までに地震が発生してい

るはずの確率）。 

指標(4)     ：評価時点以後 30 年以内の地震発生確率を BPT 分布モデルでとりうる最大の確率

の値で割った値。 

指標(5)     ：ポアソン過程を適用した場合の危険率（１年間あたりの地震発生回数）。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


